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ス ピン系 が 安 定 状 態 に至 る ま で の 時 間 発 展 は 短 時 間 な の で 記 録 す る こ

と は で きな か っ た が シ ミ ュ レー シ ョン で は興 味 深 い 振 舞 い が み られ た｡

安 定 状 態 で は全 体 的 に実 験 と計 算 と で は よ い一 致 を見 た｡
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10. 流体水銀の臨界点近傍での光吸収係数の測定

速 水 渉

液体水銀を高温高圧力下の液体一気体臨界点近傍 まで膨脹させると､密度約9g/ccで金

属から非金属に転移することが､電気伝導度､Knightshiftなどの測定により知られている｡

一方､光吸収実験では､それより低い臨界密度 (5.8g/cc)付近でバンドギャップが生 じ

ることが報告されている｡ 本研究では､希薄気体状態から超臨界領域までの水銀の電子状態

の変化について検討を加えるた'めに､光吸収係数 (波長域220-2500mm)の測定を行なった｡

臨界点 (1475℃､1675bar)の高温に耐えるため､測定用セルにはサファイアを用いた｡

光学窓となる2本のロッドをパイプに入れ､ロッド間の隙間に水銀を流 し込んで試料層を
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作った｡セル全体を高圧容器に入れ､Arガスを送 り込むことによって高圧を達成 した｡

測定された吸収係数打は光エネルギーに対 し指数関数的に立ち上がり､吸収端は密度の

増加とともに低エネルギー側にシフトする｡K-104cm11となるエネルギーをバンドギャッ

プEg と見なすと､従来の結果と異なり､金属-非金属転移密犀近 くのd-log/ccでEg-

0となる. d-3.4g/cc以上では近赤外領域に新たな吸収帯が現われる｡ 特に臨界点付近で

急激に増大することから､これは密度の大きな揺らぎに関係 していると思われる｡

d-1g/cc以下の低密度気体の吸収係数は､4.9eVに大きなピーク､5.3eVに小さなピー

クをもつ｡これらはそれぞれHg原子の61S｡から63pl､63p2への遷移に対応 している｡

logKvslogdのグラフの傾 きにより､Ilg2､Hg4クラスターの形成が示唆される｡

ll.NMRによるuudd相固体 3Heの核スピン緩和測定

原 義 博

希ガス元素であるヘリウムは他の物質と異なり､大気圧下では絶対零度においても液体の

ままである｡ これは原子の質量が軽いことと､相互作用が､弱いVanderWaals力である

ことに由来する大きな零点振動を持つためであり､純粋に量子力学的な効果である｡ このた

めヘリウムは量子液体とか量子固体 (適当な圧力を加えることにより固体になる)とか口車ば

れる｡

この大きな零点振動のために､固体においてもヘリウム原子は近 くの原子と頻繁に位置を

交換 し合っている｡ 3Heの場合､核スピン与を持つ Fermi粒子であるので､その効果が､

effectiveな交換相互作用スピンハ ミル トニアンによって記述されることになる｡このため､

固体 3Heは約1mKの超低温で核スピン秩序相に相転移を起 こす｡この秩序相はそのスピン

配列にちなんでuudd相と呼ばれ､-軸性の異方性を持つ反強磁性相である｡

cw-NMR法を用いて､この uudd相における核スピン緩和を調べるのが本研究の目的で

ある｡核云ピン緩和を調べるのが本研究の目的である｡緩和機構としては､主に現象論的な

Legget卜Takagitypeのものを考えた｡これをスピンの運動方程式にとり入れることによっ

て得られる線巾の磁場依存性を実験により確かめた｡実験結果はこの緩和項を定性的に支持

している｡ 疲和項に含まれる緩和パラメタ〃の温度依存性についても調べた｡また､他の緩

和機構として3magnon過程によるものも存在することが確かめられた｡さらにuudd相の磁

区構造についてもNMR-im昭ingの手法を用いて簡単に調べた｡
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